平成１５年１１月７日

ポリエステルフィルムの価格修正について

三菱化学ポリエステルフィルム株式会社

三菱化学ポリエステルフィルム株式会社（本社：東京都港区、社長：河野 泰児郎）は、国内及び海外（主としてアジア）向けに販売するポリエステルフィルムにつきまして、本年１１月２１日出荷分より１０~１５％の値上げを実施する事と致しました。

ご高承のとおり､本年１－３月に､中東情勢の緊迫化を背景に原油、ナフサ価格の上昇を受け、誘導品であるパラキシレン・テレフタル酸及びエチレングリコールの価格が急騰し､その結果フィルム原料であるポリエステル樹脂が高騰いたしました。それを受けて弊社は本年３／２１以降出荷分につき､ポリエステルフィルム全製品の値上げを需要家の皆様にお願いいたしましたが､残念ながら原料高騰分をカバーするに至りませんでした。

その後、イラク戦争及び新型肺炎SARSの終結を受けて中国の繊維需要の回復によりアジア地域における需給バランスがタイト化し、その結果原油をはじめとする原燃料価格も高止まりの状態が続いています。然るに、製品価格は下落傾向に歯止めが掛からず事業採算の是正が必須の状況にあります。

一方、国内のポリエステルフィルム需要は､堅調な伸びに支えられ包装用途から高機能用途に至るまで品薄の状態になりつつあります。

このような状況下､現状の製品価格では需要増に応える再生産投資及び新たな要求品質に対応した研究開発投資が困難な状態となっており、安定的な製品供給を継続する為にも事業採算の向上を図らざるを得なく、ここに価格修正を実施するに至りました。

1． 対 象 品 目：ポリエステルフィルム全用途

2． 値上げ時期 ：平成１５年１１月２１日出荷分より

3． 値 上 げ 幅：１０~１５％
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